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チェルノブイリ原発事故による
セシウムの内部被ばく

1998～2001年 2002～2005年 2006～2008年

3～5月
34.6

(ND-2154.9)
10,993

27.3
(ND-5392.2)

18,722

32.0
(ND-1757.1)

9,284

6～8月
71.5

(ND-399.0)
265

32.2
(ND-393.0)

268

21.2
(ND-271.1)

451

9～11月
40.9

(ND-2521.7)
9,590

33.5
(ND-1089.3)

8,999

44.2
(ND-2229.3)

4,080

12～2月
33.5

(ND-1735.8)
8,971

20.6
(ND-607.0)

6,603

39.8
(ND-1454.3)

6,404
上から平均値（Bq/kg）、（検出下限値～検出上限値）、
被験者数（人）。NDは検出限界以下。

出典：Sekitani et al., Radiat Prot Dosimetry, 141, 1, 2010より作成

体内のセシウム137濃度の
季節ごとの変化（Bq/kg）と被験者数

ブリヤンスク州では、
1998 ～ 2008年の間、

平均40Bq/kgの
内部被ばくを認めた

ロシア

ウクライナ

チェルノブイリ

ベラルーシ

ブリヤンスク州

ホールボディカウンタで計測された体内セシウム137濃度

Bq/kg：ベクレル/キログラム
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原発事故由来の
内部被ばくによる発がん

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2008年報告より

国 人数
（千人）

平均実効線量（mSv）
平均甲状腺
線量（mGy）

外部 内部
（甲状腺以外）

ベラルーシ 25 30 6 1,100

ロシア 0.19 25 10 440

ウクライナ 90 20 10 330

合計 115 22 9 490

チェルノブイリ原発事故
避難集団の被ばく

mSv：ミリシーベルト mGy：ミリグレイ
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